
＜現 状＞
輸出促進に向けて

■米、牛乳など主要な農産物は
国内需要に応じた生産

☆さらなる輸出拡大に向けて…

生産者の高い生産意欲

生産振興対策と輸出拡大対策の連動

取組事例のご紹介

■人口減少や高齢化による国内
需要の減退

■旺盛な海外需要

需
要
面

■国内需要に合わせて生産量
(供給力)が減少していく可能性

生
産
面

新たな需要の確保

輸出も含めた供給力の向上

生産の出口の軸の
ひとつに「輸出」
を位置づけること
が必要

国・地域・産地が一体となった取組の推進

北海道の農産物の輸出
北海道食の輸出拡大戦略 第Ⅲ期（2024~2028）
米、牛乳乳製品、牛肉、青果物、日本酒を
主要品目として、 輸出額250億円を目指す。

160億円（2023年）

250億円（2028年）

北海道産の品質の高いチルド牛乳を、特殊容器
を用いてシンガポールまで大量輸送する実証試験
を行い、輸送コストや品質、商品化に向けた課題
等を検証中 （輸出物流構築緊急対策事業（Ｒ５補正））

旺盛な海外需要の
取り込み！

もっと
しぼりたい

もっと
作りたい

･農業生産基盤の維持
･食料安全保障の確保

-１-



ｚ

国産飼料の生産・利用拡大に向けて

北海道
６０万haの農地で

2,000万トンの飼料を生産
○２番草、３番草の活用促進
○耕種農家と畜産農家との
マッチングによる耕畜連携

○物流体制の構築
○酪農地帯での青刈りとうもろ
こしの生産拡大

○バンカーサイロでの飼料ロス
低減や鳥獣害被害の防止

○新品種の開発とその普及

地域の実情に応じた飼料生産から流通に至る総合的な取組が重要！

道外への
移出拡大

我が国の食料自給率
の向上や食料安全保

障の確保に貢献

現状と課題

濃厚飼料
とうもろこ（子実）など

国
産
飼
料
の
増
産

配合飼料工場渡価格の推移

現在

○計画的な草地整備改良
○営農支援組織などの育成
○スマート農業の実装
○植生改善の推進

48.4%

急激な高騰

配合飼料価格が
高騰し、酪農畜
産経営に打撃

高どまり

51.6 %

（月）

（円/トン）

外的要因に左右され
ない経営環境づくり

酪農経営における粗飼料と
濃厚飼料の給与割合（Ｒ４全国）

輸入飼料への
依存度が高い

牧草、青刈りとうもろこし

粗飼料 濃厚飼料 粗飼料

さらなる増産
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